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審議会等の会議結果報告 

１ 会議名 平成２９年度 第１回津市文化振興審議会 

２ 開催日時 
平成２９年５月３１日（水） 

午後２時００分から午後４時０５分まで

３ 開催場所 リージョンプラザ ２階 第１会議室 

４ 出席した者の氏名 

（津市文化振興審議会委員） 

伊藤寛司、井上光、川合俊平、佐藤ゆかり、鈴木和子、

田端忠勝、錦かよ子、濱野章、水谷てつ子、椋本千江、

山田康彦、山本賢司、渡瀬容子 

（事務局） 

スポーツ文化振興部文化振興担当理事 山下佳寿 

文化振興担当参事兼文化振興課長 小柴勝司、 

文化ホール施設担当副参事 水谷隆彦、 

文化振興課調整・事業担当主幹 織田勝弘、文化ホール

施設担当主幹 小倉伸子、施設担当主幹兼リージョンプ

ラザ館長 嶋田浩幸、文化振興課主査 境 司、主事 西

口真未

５ 内容 

１ あいさつ 

２ 議事 

平成２８年度文化振興事業の評価について 

３ 報告 

平成２９年度文化振興事業の事業計画について 

４ その他

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 担当 

津市スポーツ文化振興部文化振興課 

電話番号 ０５９－２２９－３２５０ 

Ｅ-mail  229-3250@city.tsu.lg.jp

・議事の内容 下記のとおり 

文化振興課長 

山下理事  

みなさん、こんにちは。 

定刻になりましたので、平成２９年度第１回津市文化振興審議会を

開会させていただきます。 

本日は、ご多忙中にもかかわらず、ご出席いただきまして、誠にあ

りがとうございます。 

それでは、開会にあたりまして、スポーツ文化振興部文化振興担当

理事の山下より、ごあいさつを申しあげます。 

失礼いたします。 

本日は、お忙しい中、審議会にお集まりいただきましてありがとう

ございます。 

私、この４月の人事異動に伴いまして、従前、これまでは栗本部

長、スポーツ文化振興部長ということで、スポーツ部門と文化の部

門、両方を統括する部長として、昨年度までいました。 

この４月に、スポーツを担任する部長と文化の方を担任する私、山

下でございますが、部長級ということで理事でございます。 

部門を分ける形で、人事異動がなされたところでございます。 



2

山下理事 

文化振興課長 

文化振興課のほうは、これまでメッセにいましたが、本庁６階の方

に執務場所が変わっておりますので、どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。 

今日の事項、昨年度、私どもが取り組んで、皆さんにも当然、ご協

力も賜りながら進めてきました文化振興事業の評価の方をお願いし、

また、来年度の事業についてご説明させていただきます機会を得てお

ります。 

いろいろご意見を賜りまして、さらに文化振興につなげてまいりた

いと存じますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

最初に理事からごあいさつさせていただいたところですが、事務

局、文化振興課の職員を紹介させていただきます。 

文化振興課 文化ホール施設担当副参事の水谷でございます。 

文化振興課事業担当主幹の織田でございます。 

同じく文化ホール施設担当主幹の小倉でございます。 

同じく施設担当主幹兼リージョンプラザ館長の嶋田でございます。 

同じく事業担当の西口でございます。 

同じく事業担当の境でございます。 

私、文化振興課長 小柴でございます。 

２年目になりました、また、よろしくお願いします。 

では、会議を進めさせていただく前に、本日のお手元の資料を確認

させていただきます。 

まず、審議会事項書、委員さん方の名簿、平成２９年度文化振興事

業計画という１枚もの、その次に、羽田朝子記念映画上映会チラシ案

をつけさせていただいています。 

それから、事前にＡ３横の資料２を送付させていただいたんです

が、今回、差し替えということで、お手元に置かせていただいており

ますのでよろしくお願いします。 

それから、津市民文化第１１号の冊子と市民文化祭のチラシ。 

それから、あと、Ａ４判の大きな封筒に津市文化功労賞候補者の推

薦依頼書と参考に津市文化奨励賞候補者募集要項も入れさせていただ

いています。また、ご確認いただきますでしょうか。 

あと、冊子となっています「参考資料集」ということで、中身のご

確認をお願いしたいと思いますが。 

表紙をめくっていただきまして、右上の表示してある資料１「津市

文化振興条例」、４ページに資料２「津市文化振興条例施行規則」、６

ページに資料３「津市情報公開条例」抜粋、以上の資料をつけさせて

いただきましたが、落丁等ございませんでしょうか。 

また、事前に送付させていただきましたＡ４縦サイズの資料１「文

化振興計画事業評価票」とＡ４縦サイズ「平成２８年度事業チラシ」

は、ご持参いただいていますでしょうか？ 

お持ちでなければ、事務局で予備を用意しておりますのでお申出く

ださい。 

よろしいでしょうか。 

それでは、議事に入ります前にいくつかご報告させていただきま

す。 

本日の出席者、現在のところ１２名です。 
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文化振興課長 

山田会長 

事務局 織田 

出席委員が過半数に達しておりますので、津市文化振興条例第１２

条第２項の規定により会議が成立しましたことをご報告させていただ

きます。 

当審議会の会議につきましては、「津市情報公開条例」第２３条の規

定に基づき、本会議は公開といたしますので、よろしくお願いいたし

ます。 

また、会議の結果は、事務局で作成のうえ、津市のホームページに

おいて公表されますのであらかじめご了承をお願いいたします。 

それでは、「津市文化振興条例」第１２条第１項の規定により、会長

が、議長を務めていただくことになっておりますので、ここからは、

山田会長、議事の進行をよろしくお願いいたします。 

どうも、皆さん、こんにちは。 

今年度もまた、津市文化振興審議会の会議が始まりますけれども、

今回、主に昨年度の文化振興計画の実績評価をして、今年度の計画に

ついて確認していくことが、今日の主な議題です。 

今の時期に昨年度の事業評価をするというのは、今の時期にすれ

ば、今年度はなかなか無理だけれども、来年度の予算を立てたりする

ときに、いろいろ改善できることが、もしかして、あるかもしれない

ということも含んで、この時期だとお聞きしていますので、またいろ

いろ、ご意見をいただけると文化振興に参考になっていくと思います

のでよろしくお願いいたします。 

それでは、早速ですが、事項書に則して進めていきたいと思いま

す。 

先ずは、２番目の議事の平成２８年度文化振興事業の評価につい

て、平成２８年度の実績評価になります。 

この１、２年、このような形で実績評価をしていますが、今回も、

先ずは、全体の表の見方とか中身よりも形の面から事務局から説明し

ていただいて、その後で個別の内容について説明を受けていきたいと

思います。 

先ずは、表の見方等について事務局からご説明をお願いしたいと思

います。 

よろしくお願いいたします。 

それでは失礼いたします。 

まず、表の説明をさせていただきます。 

資料１、「文化振興計画事業評価票」Ａ４縦の資料でございます

が、両面の印刷になっています。 

本日、差し替えをお願いしました資料２としまして、「津市文化振

興計画 年度別事業実施計画票及び平成２８年度実績見込表」、Ａ３

横長のシートですが、資料１の評価票の一覧表となっています。 

これを対比しながら、ご覧いただきたいと思います。 

資料１でございますが、個別の文化振興事業の評価ということで、

２２項目ございます。 

資料１の評価票右上の事業番号と資料２の計画表一覧の左から３番

目の欄に事業番号が印字されていますので、これを対応してご覧いた

だきたいと思います。 

表の説明は以上です。  
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山田会長 

事務局 織田 

山田会長 

事務局 織田 

はい。表の見方ですけれども、これについて、何か確認しておきた

いこととか、ございますでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

 ここの事業番号とこちらの大きい表の番号が対応していることにな

ります。 

それでは、その事業の内容について、説明を受けていきたいと思い

ます。 

少し長くかかると思いますけども、一応、全体の事業について、そ

れぞれ概括的に説明を受けたいと思っています。 

その後、いろいろご質問、ご意見をいただくという形で進めさせて

いただきたいと思います。 

それで、よろしいでしょうか。 

では、よろしくお願いいたします。 

「平成２８年度文化振興事業の実績評価について」説明 

これから、いろいろ、ご質問、ご意見をいただくわけですけれど

も。 

今日、ご欠席の後藤委員さんからご意見をいただいていますので、

これを紹介していただきたいと思います。 

お願いします。 

本日、欠席の後藤委員さんから私見といたしまして、ご意見をいた

だいていますので朗読させていただきます。 

まず、文化振興事業について、「目標の公演回数、動員数それぞれ

大幅に下回っており、また平成２７年度においても同様の結果であっ

た。平成２８年度の事業検討において、目標達成に向け、どのような

議論を基に事業が行われたのか。しかも事業費が平成２７年度に比

し、増額されている。「年 1 回実施すれば良い」という考えがあるの

か。」という意見をいただいています。 

これに関しましては、ここ２年、予算を確保して、年１件の鑑賞事

業を実施している現状でございます。 

 次に、事業番号２、市美術展覧会事業でございます。 

「市民一般に、美術展自体の位置付けが、美術創造の機会、気づき

を与えることができるという意味では、本事業は有効であり、またワ

ークショップの試みは評価できる。」となっています。 

続きまして、事業番号３ 市民文化祭事業、「Ⅳ 自己評価におい

て、ピーアール策として「のぼり旗」が記されているが、市内でもや

たらと目立っている各種のぼり旗に、都市景観上違和感を持つ者とし

て、如何なものかと思う。」という意見がございました。 

続きまして、事業番号１７ ホームページ・メールマガジン発行事

業、「他の観光ピーアールを行っているホームページとのリンクを展

開・拡大する努力はどうだったのか。」という意見をいただいていま

す。 

現在、津市のホームページは、三重県観光連盟など主要な団体とは

リンクをはった状態でございますが、現在では、津市公式フェイスブ

ックにてイベント等の情報発信を行っています。 

続きまして、事業番号２１ 管理企画運営事業(施設管理事業)で

す。 
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事務局 織田 

山田会長 

山本委員 

山田会長 

文化振興課長 

「役所の外郭団体のような指定管理者ではない者を選定すること、

そのために選定する指定管理者が適切かどうかを判断できる基礎資料

を選定する者に提示できる能力を持った職員を育成する必要があ

る。」とあります。 

続きまして、事業番号２２ ホール管理企画運営研修事業について

です。 

「研修に参加した職員が、どのように職場へその知識や知見を還元

しているのか。その仕組みはどうなっているのか関心がある。」とあ

ります。 

現在、当課におきましては、研修の場合、職員がまとめた研修資料

の供覧を行い、情報共有を図り、朝会等の機会を通じて活用していま

す。 

 続きまして、事業番号２５ 市民薪能事業、「事業は有意義なもの

と思うが、認知度は必ずしも高くないのではないか。市民一般に、津

市の文化・歴史資産であることを、もっとピーアールする必要がある

ように思う。」 

 これに、関連しまして、事業番号２８ 霧山薪能事業、「２５と同

様。２５と併せて「市民薪能事業」として整理することも必要ではな

いか。」との意見をいただいています。 

 以上でございます。 

どうも、ありがとうございました。 

非常に多岐に亘って、項目がございます。 

いろいろ、お気づきのところから、ご質問やご意見いただいていこ

うかなと思います。 

その方がいろいろご意見出しやすいかなと思いまして、お願いした

いと思います。 

どこからでもお気づきの点がございましたらお願いいたします。 

はい、山本委員 

事業番号６番、事業実績のところ、講座等いろんなこと３４回され

たと書いてあるけど、これが非常に分かりにくい。 

どんなことをしているのか。参加人数も書いてありませんし、実

際、どのような活動をしているのか、かなりの金額ですし、どこで開

いて、どのようにしているのか大変、わかりづらいと思います。 

もう少し。 

実際に、人は参加しているのでしょうか。 

事業番号６・１５・２３の合体した事業について、もう少し詳しい

説明や成果をあげるべきなんじゃないかな。 

分からないということですね。 

 はい、お願いします。 

申し訳ございません。 

ちょっと分かりにくいということで、平成２８年度から取り組んだ

文化創造事業ということで、これにつきまして、主な事業実績の中に

書かせていただいているように講座、大人のための教養講座、子ども

芸術教養講座、生活芸術空間づくり事業として、文化ホールの活用や

企画運営など文化活動の契機となる講座をさせていただいています。 
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文化振興課長 

山田会長 

文化振興課長 

山本委員 

文化振興課長 

これは、場所としましては、白山総合文化センター しらさぎホー

ル、そこを主な舞台として、ホールの活用として、地域の皆さんと連

携して、新たな文化芸術の担い手となるような方の育成に向け、きっ

かけとなるような講座を開いていきたいということで、先ず、昨年

度、取り組んでいます。 

その中で、トータルとしては、参加人数、延べ人数１，３４２名と

いうことで、数字としては出ておるんですが。 

順番が前後しますが、先ほど青少年文化芸術祭の見直しとして、 

脚本を一つ作らせていただいたことをご説明させていただいたんです

が、これを題材に、当日、劇の一部のプレゼンテーション上演とし

て、１２月２５日にあったのですが。 

この脚本を活用した形で、それを題材にした教養講座として、山

神、地域の昔からの伝統的な行事であるとか文化的な事、山神の講座

として大人向けの講座を４回ほどしています。歴史的なことを。 

舞台関連６回、当日、舞台の一部の上演 それに向けた練習やリハ

ーサルなどの講座をやっているのが、大人のための教養講座でありま

す。 

 子どもは、子どもの出演もありましたので、子ども芸術教養講座と

して、リハーサルも含めて表現講座をさせていただいたのが、子ども

芸術教養講座となっています。 

この事業、森の劇場プロジェクトということで、白山在住の方が主

体となった形で実施されています。 

平成２８年度事業チラシの９ページ、１０ページに出ていますね。 

 事業チラシの表紙を入れて、５枚目、６枚目になります。 

 こういう形で、森の劇場プロジェクトチームとして、お名前を入れ

させていただいていますが。 

この方達が、年間を通じて、いろいろとミーティングの場を持って

いただいて、生活芸術空間づくり事業ということで行っていただきま

した。 

 この方達が主体となって、講座を自主的に開催していただいて、舞

台芸術のきっかけとなるような取組をいただいたのが平成２８年度で

ございました。概略判りにくいですが、以上でございます。 

 もう一つですけど。それと事業番号１２。 

これも同じではないか。 

 ここでも予算が７１万円になっているが、青少年文化芸術祭事業と 

一体となったものですか。 

結果的には、一体となったものになるんですが。 

ただ、事業番号１２の青少年文化芸術祭事業の７１万４千円の中

は、この予算を使って、脚本制作を行っていただいた。 

脚本制作であるとか、当日の上演に係る音楽とかそういう部分をこ

ちらの青少年文化芸術祭事業の形で予算執行をさせていただきまし

た。 

それで、脚本制作であるとか舞台上演に係る音楽とか演出を含めて

７１万４千円で、先ほど申し上げた文化創造事業として、制作した脚

本を使った形でリハーサルを含めて文化創造事業として対応させてい
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文化振興課長 

山本委員 

山田会長 

川合委員 

山本委員 

山田会長 

田端委員 

ただいて、二本立てな形で対応させていただいています。 

ありがとうございます。 

 両方足すと３００万円近いですが、他の文化事業に使っていること

を思うと、かなりの金額だと思うのですが、もう少し明確に実績報告

が必要ではないかと思います。 

他にいかがでしょうか。 

 私もこの件に関して、山本委員、渡瀬委員もいらっしゃいますし、

西田さんも脚本等に関わっていらっしゃって。 

 僕は、こういう、初めて、創造的な事業を企画してやられたこと

は、僕はすごく評価していて、すごく良い事だと思うんです。 

 今、お話があったようにかなりのお金を使っていただきながら、観

客が４００人でしたか、どういう成果があって、将来どのようにする

のか。 

僕は、演劇だけではなくて、自分がやっている音楽の世界でも、オ

ペラやミュージカルのようなものとか、総合的な子どもの舞台を作っ

ていくような創造的な事業の企画を将来的にしてもらいたいなとの思

いをいつも持っているものですから。 

ひとつ、山本さん、もし関わっていただけるなら、将来の展望や今

回、参加された思いとかあれば聞かせていただきたい。 

僕は、観ていないし、参加もしていないので、判らないので。 

文化を何かやることについて、文化的なことは、私は、結果が全て

上がらなければならないのではなくて、そんな事をいちいち評価する

必要は、本当は無いと思っているんです。 

ですけれど、訳が判らないと、税金ですので、明確にそこのところ

は見ていかないと。 

こういうことをした、その結果、何もならなかったのという問題で

はないと思うんですけれど。 

ただ、なんとなく訳が判らなかったと感じたのですから、それだけ

のことですので。 

しっかりとその辺りは、やっていることだけは見ていただいて、こ

の場へ報告をきちっといただきたいと思います。 

これに関してなにか。 

私、「山の神」の催し物には、私、行かせていただいて、良かった

ですね。 

終わってから、ある人と話していたんですけど、機会があれば舞台

の上には立ちたくないけれど、舞台の上に立っていただくために何か

お手伝いができたら良いなという意識は持ちました。 

できるかどうかは、別にして。 

表舞台は、そんなに得意じゃないですけども。 

裏方で仕事しても、ああいうのもなかなか良いなという感触を得ま

して。 

確かに、山本委員さんもおっしゃってみえましたように、この資料

をいただいた時にいろいろあったんですけれども。 
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田端委員 

伊藤委員 

平成２８年度、初めて予算を立てられて、まあ青少年の方は、予算

確保、実績はあるんですけれども、１年、２年では評価はなかなか難

しい問題があるし、評価はずっと年数かけて、初めてある程度、値打

ちみたいなのが出てくるものですから。 

僕は、これで、とっかかりを作っていただいたということで、非常

に地元の方々を中心に大きな動きになったんじゃないかという感じを

持っておるんですけど。 

 考え方なんですけれど。 

実際、この事業に動かれた方々はそれぞれ、良い意味で、今、それ

までお話があったところで。 

誰が、企画を楽しみながら、「これは、いけるぞ」と思ってやって

いる企画をお客さん達に、そのまま受けとめていただいて、「これは

良かった」という事業であるならば、回数を重ねていったら、とんで

もない人が集まってくるはずです。 

 これは、私もいろんな事業をやってきているのですけれども。 

 やっぱり、楽しみながら事業の素案を立てて、「こういう結果にな

るであろう」という構想を緻密に練って、やった結果というのは、間

違いなく、やった人間は楽しんでおったのであろうと思われます。 

 やはり、そこを継続していただきたい。 

 残念ながら、市の職員の方々らは、当然、異動ありきで、面白いと

思った方は、すぐ変わったりとかあり、結果をこういう活字にして残

して、それを活字だけを評価するのは非常に難しいと思いますので。 

 簡単に文化というのは、より良いものを継続することは、非常に経

済的に難しい。 

 努力、尽力があって、ようやく皆さんに認めていただけるものと思

いますので。 

私は、さらに結果を良くするひとつの根拠としては、縦割りの組織

の方々にいうのはあれなんですが。 

絶対、教育委員会と連携して、小学校、幼稚園の段階から、津市だ

けのオリジナルの教育方針みたいなものを組んでいただいて、それこ

そ、土曜授業があるのならば、そこに文化たるもの一体何なのか、継

続する文化であるとか、新しく創造する文化であるとかを取り上げて

いただき、子どもたちに考えていただき、子どもたちが実践する経験

をすれば、その子達は、必ず我々であるとか、社会に出る頃に、そう

いうものを創造しなければいけないという段階で、必ず良い案を出し

てくれると思います。 

 私も、間もなく６０歳になるんですけれども。 

 じゃ、次の世代に、息子にバトンタッチをしなければいけないと思

ったときに、じゃ、そのままそっくり移譲できるのかというと、でき

ない。経験させないと。 

 そういう意味では、小さい頃からの教育の段階で、種を蒔いておく

という手段は取っておかないと。 

今、この２、３年については、こういう形で進んでいくだろうと思

います。 

 じゃ、５年後１０年後は、もう少々、確実に残るであろう成果にな

る方法を少々取り組む隙間を作っておかれてはいかがかなと切実に思

うわけです。 

 織田さんあたりは、河芸の支所にみえるときに、大河ドラマの
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伊藤委員 

山田会長 

渡瀬委員 

山本委員 

山田会長 

山本委員 

山田会長 

事務局 織田 

山本委員 

「江」の時に、河芸でイベントをやろうとしたときに、私にいろいろ

と提案をして、ＮＨＫに日参してパネルを借りに行くとか、幼稚園の

子ども達を寄せるとか、実際、私の息子と奮闘して、やったこともあ

ったわけで。 

結局、面白みは、当時、織田さんも感じていただいたとおり、まし

てや、そちらの職員の方も感じていただいたと思います。 

そういった意味で、我々は、ただ審議するということが第一前提だ

とは思うんですけども、行政の方々にものが言いやすくって、評価も

中身を一言加えられるのが我々しかいないと思います。 

そんなふうに動いていける素地があってもいいのかなと思います。 

はい、渡瀬委員。 

 私は、これに関わっておりまして。 

昨年は、出さしていただいたんですけれども。 

ただ、こんなにたくさん予算がついていることは、全然知らなく

て、こないだからも始まっているんですけれども。 

今度は、また、たくさん参加して、企画に入ってくださった方も沢

山いて、去年の評価が出てきたかなと。 

一般の方が、こういうことがしたい、こんなことしたいと言って出

てきたので、その点は良かったのかなと思うんですが。 

 私達もあまり聞かされていないので、中身がはっきり判らないです

が。 

これから関わっていくんですけれども、この予算がどういうふうに

使われてきたのか、ちょっと判らなかったので。 

今、見て、こんなに沢山あったんだなと、びっくりしましたけど。 

 これからも、たくさん子ども達も、今、計画も立てて、１１月の２

３日に向けて募集してたりとかしています。 

 いろいろな関わりができてきて、地域としては動いていくんではな

いかと思っております。 

 別のことなんですけれども、よろしいですか。 

  

 はい。 

 事業番号８番。 

助成する団体は、全部、助成を受けられたんでしょうか。 

 ８件となってますけれども、いったいどれくらいの助成の申し込み

があって、８件になったのかっていうことですが聞きたいんですが。 

はい、お願いします。 

 平成２８年度は、１０件申請がございまして、８件が承認されまし

た。 

 金額なんですけれど、８件で１１９万３千円です。 

去年までで見てみますと４件で１００万近くなんですね。 

１件の助成金額が大変、減っているんですね。 

それは、申請が少ない金額で申請されたからなんでしょうか、それ
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山本委員 

事務局 織田 

山本委員 

山田会長 

川合委員 

とも予算の関係で、申し込んだよりも少なく出しているところがある

んでしょうか、そこのところを聞きたいのですが。 

 事業費の３分の１の金額が助成となっています。 

昨年は、１件当りほぼ満額の２０万円がでていましたが、今年度

は、出版物等少額の申請がございましたので件数はありましたが、そ

の金額に届いておらず、予算の関係で切ったのではなくて、事業費か

らの集計そのままの実績となっています。 

１０万円までのケースもございます。 

 そうですか。２０万申請して、１０万にというケースは無かったん

ですね。 

 ありがとうございます。 

はい、続いてどうぞ。 

 同じ事業番号８番に関連して、２月中旬から３月中旬まで募集期間

で、４月に入って、これを審査し、決定するということが書いてあ

る。 

私も４月に計画をして、そうすると決定をもらえるのが、もっと後

になるので申請ができない。 

できない訳ではないんでしょうけれども。 

なぜ、もっと早く申請を受け付けて、審査をして、４月からの事業

についても決定を出していただけないんですかってことをお聞きした

んですけれども。 

会計が年度、年度になっているから、４月からでないと決定できな

いんだとお話だったんですが。 

この振興基金は、市が持っている２億円かなんかの基金を使ってい

る訳ですよね。 

これは、他の予算とは違って、１５０万なら１５０万を担保して、

来年度使いますよというふうに、先にそれを認めてもらうことはでき

ないんでしょうかね。 

４月当初からの事業については、遅れて認めていただけるのか、あ

るいは、もう４月、５月なんかは、申請できませんよということなの

か、そこら辺のことをお聞きしたいのが１点と。 

それから、運用内規の中で、毎年行われているような定期的な演奏

会であるとか公演とか、そういうものについては助成しませんよと。 

５年とか１０年とかそういう切の良いところの特別な催し物でない

と申請は、ちょっとできませんよみたいな内規があってですね。 

私の合唱団が、４月に４９周年、４９回の演奏会ということで、プ

レ５０周年ということで出したんですけれど。 

これは、５０年になっていませんからと、切の良いのではないから

取り下げてくださいということで、取り下げた経緯があって。 

団体によってもいろいろ事情があって、必ずしも５とか１０とか切

の良いところで、中身のあるイベントができるとかいうのが、限らな

いと思うんです。 

中身を精査していただいて、申請できるように。 

もちろん、１つの団体が何回も何回ももらうということは、それは

趣旨に反することでしょうから。 
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川合委員 

文化振興課長 

山田会長 

文化振興課長 

だから、申請をしたいなら、間をちゃんと空けるとか必要だと思い

ますけど。 

あまり杓子定規に４９回ではだめです、というふうなこととか、あ

るいは、創立４０年だけど、演奏会はまだ３回しかやってませんと

か、どういうふうに内規を運用されるか、僕は、あまり杓子定規に切

られると、ちょっと申請するのも難しいかなと。 

こういう良い企画があって、今年、頑張ってこうしてきたから振興

基金で助成をいただこうと思っても、それが合致しないと、もう門前

払いになっちゃうような。 

そういうところが無いのかどうかということを、今回、自分が経験

しました。 

はい。よろしいですか。 

 はい、お願いします。 

先ずは、１点目の４月、５月の年度当初の事業の対応ですが。 

実際、他の市では、７月中旬とかの市がある中で、昨年度の２８年

度では、２月中旬から３月中旬に募集して、４月に委員会で審査をさ

せていたただいたんですけど。 

実は、２９年度に向けては、もう少し前倒しさせていただいて、３

月下旬、議会の議決後に、予算を認めていただいたという前提の中

で、審査会を開きまして、４月の早々のイベントも対応するようさせ

ていただきました。 

極力、毎年、対応していきたいと考えています。 

４月当初のイベントにも対応させていただけるかなと思います。 

ただ、先ほど川合先生もおしゃってみえたように 会計年度がござ

いまして、もちろん、基金が財源であるんですけれども。 

やはり、役所の会計は、４月１日から３月３１日までの年度会計で

ありますので、そこが、やはり譲れない部分がどうしてもあります。 

ですので、事業としましては、４月１日付けで認定させていただい

たんですけれども、例えば、２月、３月にチラシを撒いたり、そうい

うものを印刷したり、事前の準備行為までは対象にさせていただけな

い部分はあるんですが。 

当日の係る会場経費であるとか ４月以降に係る経費は対象とさせ

ていただけるように、そういう形で、津市としては、対応させていた

だいていますし、今後もそうやっていきたいなというのが、１点目で

ございます。 

２点目ですけども、杓子定規と言われると、あれですけども。 

基本、毎年やっている定例的なイベントは対象にはさせていただい

ていません。 

広く文化振興に資するということで、対象を広げるために、定例的

なイベントは、対象にさせていただいていないのが、これまでのやり

方だと思います。 

 ただ、先ほど、先生がおっしゃったように、今の内規でいきます

と、５年とか１０年の周年的なイベントで、なおかつ、周年記念だか

ら大きめにやる場合は、対象にさせていただくことも可能でありま

す。 

後、審査とかもあるんですけれども。 
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文化振興課長 

川合委員 

山田会長 

川合委員 

山田会長 

受付上は、周年イベントで大きくやる場合に、対象とさせていただ

いているのが現状でございます。 

 確かに、だから、４９年目だからということでお返しさせていただ

いたかと思うんですけども。 

確かに、杓子定規なところはあるか判りませんが、限られた予算の

中で、なるべく幅広く対象とさせていただくために、周年事業のイベ

ントを対象とさせていただいているのが現状でございます。 

 その杓子定規を極力、排除できるような形で、もう少し見直しでき

ればと思いながら、そういう形で運用させていただいているというこ

とでご理解をお願いします。 

 まあ、いろいろご努力いただいて、理解しておりますし、感謝して

おります。 

 はい。他にご意見、ご質問はありませんか。 

 はい、どうぞ。 

 ５番の表彰事業ですが、昨年度も我々、出席させていただいて、2

件あったんですが、応募が大変少ないですが。 

文化功労賞については、我々、委員も推薦させていただくこともで

きるわけですけれど。 

もちろん、文化奨励賞も推薦できるんですが。 

 我々、委員とか行政の中での推薦だけでは、限られた部分しか、見

えていない部分もあるので、これを公募するようなお考えがあるのか

どうか。 

県なんかは、完全に公募になっていますので、自薦、他薦は問わな

いわけですけれど。 

それでも県もあまり応募がなくて、今はどうか知りませんが。 

私もそういう委員をさせていただいていましたので。 

で、その応募してきた数が実績として評価されるような部分があっ

て。 

「また、今年は少なかった。」「もっと応募をお願いします。」とい

うような形でいつも会議がなっておったような記憶があるんですけど

も。 

これは、どうなっているのか。 

これは、認知度が低いのか。 

また、確かに私どももここで、プレゼンテーションする中で、結局

は、落としてしまったということがありますので、その上の責任も感

じたりしながら、難しいなと思うんですけれども。 

今の公募に関しては、文化功労賞の件ですよね。 

文化奨励賞は、一応、公募になっているので、文化功労賞も公募の

形にどうかってというご意見ですね。 

今、ご存じのように文化功労賞は、文化振興審議会の委員か事務局

が推薦するっていう、どちらかしかないんですね。 

 功労賞については、この審議会でも検討しても良いかもしれません

ね。 

 そういう公募にすることについて。 
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事務局 織田 

文化振興課長 

山田会長 

川合委員 

 文化功労賞の公募についてですが選考基準を設けていまして、こち

らで、審議会とスポーツ文化振興部文化振興課が候補者を推薦すると

限られています。 

１０年以上文化団体の役職を務められたとか文化活動をされた者な

ど選考基準として定めておりますので、広く一般の方よりは、ある程

度、文化団体、活動などを判ってみえる方に情報提供していただきな

がら、推薦の形をとらせていただいています。 

逆に、文化奨励賞は、新人賞的な意味合いもありますので、何かの

コンクールで優勝したとか、何か賞をいただいた方を広く、自薦、他

薦を問わず、お子さんであれば、お母さんとか家族の方にご推薦をい

ただいております。 

功労賞は、性格上この基準でございまして。 

文化奨励賞については、広報津においても募集を出しております。 

功労賞についても、本日、資料の封筒の中に推薦依頼書を入れさせ

ていただいており、文化も広く、多岐に亘っており情報収集にも限り

があり、難しい状況で、両賞を分けさせていただいています。 

 すみません。 

今、内規でこういう形でやっている中で、今年、毎年、数が少ない

こともあって。 

今年、１つ試みてみようと事務局で思っていることは、各地域の文

化協会の会長さんが集まる会議がございますので、そちらへご照会を

かけさせていただいて、そこからうちにいただいて、事務局を通じて

お出しさせていただきたいなと。 

そういう形がとれないかなと、一つ考えてはいるんですが。 

どれほどの成果があがるか、やってみないと判らないんですが。 

 ちょっと、去年までに、ないやり方ということで、そこはやってみ

たいとは思っています。 

  

 ただ、副会長さんのご意見で、ひとつの見識だと思いますので、そ

ういうこともご努力もされながら、考えてみる価値はあるのじゃない

かなと思います。 

 文化功労賞が当初、できた時は、かなり事務局の方からいろいろご

提案をするような感じだったんですね。 

 ところが、ここ何年か事務局からは、ほとんど推薦がなく、後はこ

の委員からしかないんじゃないか。そういう状態だったんですね。 

 そういう状況を鑑みれば、副会長さんのお考えは、ひとつの見識だ

ろうと思いますし。 

今の時代、選考基準、資格基準みたないなものをはっきり出してお

けば、それに合わせて応募してくださる方もいらっしゃると思います

ので、広く募集するような形でも、決しておかしくはないと思いま

す。 

 こういう内部からの推薦も当然、あってもいいし、ちょっとその

辺、また、今みたいな努力をされながら、ちょっと検討できていくと

いいなと思いますけれど。 

 課長が言われる今年の対応としては、推薦できる人を地域の文化協

会等の会長にも広げると。 
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文化振興課長 

川合委員 

山田会長 

川合委員 

錦委員 

 そこから紹介をかけて、そこから、お名前をいただいたうえで、今

の体制ですと事務局からご推薦の形で。 

 情報をいただいて、事務局があげていただくと。 

 そんなことを考えてらっしゃると。 

 はい、他にございますでしょうか。 

 もう一つですね。 

 津市の場合は、県とか国とかの表彰を受けた場合は、一応、推薦除

外となっておりますね。 

 例えば、今回、錦先生が県の大賞をご受賞になったと。 

 いまさら、津市で表彰と、そういうことは、よくわかるんですけど

も。 

津市は津市で、津市の文化の振興にご努力をいただいたということ

で。 

それは、逆になったとしても、「ありがとうございました」と「こ

れからもよろしく」という趣旨の表彰であれば、そういうのも撤廃し

ては良いんじゃないかと思ったり、また、それもご検討の中身とし

て。 

せっかく制度があっても、応募がほとんど無いし、というのであれ

ば。 

いつも、同時にスポーツの表彰もしてもらっていますが。 

スポーツの場合は、全国大会で上位入賞したら、必ず表彰の対象に

なって、だから、スポーツ方は、たくさん出ますが。 

文化の方は、１人か２人というふうな形ですので、文化の方をもっ

と頑張って、たくさん受賞者が増えるような、そういうことを考えて

いくのも文化振興の大事なひとつの施策の側面でないだろうか。 

 いっぱい、津市なんかでも本当にご努力いただいて、ご尽力してい

ただいている人がたくさんいらっしゃるんで、そういう人を表彰でき

るよう形になれば、いいなと思いました。 

 私は、言って良いのかどうか、判らないのですが。 

 川合先生が名前挙げていただいたものですから。 

 感想を。 

 文化賞とかいうのは、本当に客観性が無くて、ものすごく難しいも

のだなと思うのが正直な気持ちです。 

 私、偶然、賞をいただきましたけれども。 

 例えば、県なんかですと新人賞も、何年以内ですか、１０年、まで

とか。 

功労賞は、私なんかですと、３０年以上の実績がないとダメだと

か。 

そういうふうにきちっと、細かい規定を設けているんですけども。 

津市の場合は、奨励賞なんか、新人に与えると言いながら、なんか

古い人にもずいぶんあげてきたりしていますので。 

その辺をきちっとした方が良いんじゃないかなというのが正直な気

持ちです。 

 それで、見ていて、「この人よりか、他にもっといい人がいるの

に」、「どうして、この人がもらうの？」っていうのが県でもなんで
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も、そうだと思うんですが。 

そういうものが文化賞であるのならば、私は、これはどうやった

ら、自分が、もらって初めて気が付いたんですけれど。 

 どうやったら、公平に、皆さんに与えられることができるかと。 

どういう組織で、そういうものがあれば、公平に見れる人の目とい

うんでしょうか。 

そういうものをどうすれば構築できるかなと、実は、私は考えてい

たんですね。 

 というのは、文化っていうのは師弟制度じゃないですか。 

 だから、自分が派閥がないと推薦できないみたいな所がずいぶんあ

るんじゃないのかな 

 絵でも音楽でも。何にしても。邦楽にしても。 

それが邪魔しているのかなと、私は、実に気がしているんですね。 

 私なんか、本当に公平な目を持った先生が推薦していただいたもの

ですから、ありがたく思っているんですけど。 

 その人がいなかったら、私なんか、ずっともらえなかったんじゃな

いかなと気がするわけなんです。 

 で、本当に、文化のネックというのは、師弟制度だと思っていま

す。 

 公平な目というのは、誰が持っていて、誰がそれをできるんだろう

か。 

 そういう組織ができるのだろうか。 

絵でもそうですね。なに派、なに派、なに派とかありますから。 

そこをどうしたら、そこを上手くいったら、本当に文化がもっと

ね。 

評価されるんじゃないかというのが正直な気持ちです。 

 私、賞をいただいて。 

なんとかならないでしょうかね、皆さん。 

 すみません。 

 私は、下世話なことしか言ってないので恐縮ですが。 

 新聞を見て、「わっ、錦先生だ。なんてまあ、はつらつな写真で写

っているのかな」と。 

写真ですか。 

 昔の写真でございませんので。 

 今のご意見、確かに、私のいとこもクラシックピアノ一筋で教える

かたちで。 

「なぜ、あなた、発表しないの？」と言ったら、「クラシックは

ね、中途半端な者がやると、いわゆる、攻撃の的になるだけで、楽し

くなくなるから、私は発表しない」と、いとこがいうんですけれど

も。 

「えっ」て、思ったのというのと。 

 今の奨励賞、功労賞にしても、そうですけれども。 

公と文化協会とかいうところからすると、これはまた、古臭い網を

通ってくる人しか、まず入ってこないと思いますので。 

やっぱり、民間、個人でいろんな発表会であるとか、やっている団

体とか私でも知っている限りございまして。 
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 いろんなところから意見をいただくという間口を、新たに取り込む

ということをしない限り、なかなか本当の生の声、それぞれの各年

代、それぞれ個人で温めようとしている「絵を見る会」であるとか、

「音楽を聴く会」、私も関わっているのは、年代を決めた、ポップ

ス・ロックなんでもいいから、この年代の集まり作って、関わってく

ると、そこに１００人近い人が集まってくるわけですよ。 

 それで、ある認識をこちらが説明し、それで、その情報を共有す

る。 

それがあくまでも、公の目で見たっていうことだけで、ふるいにか

けていく、本当にさみしい結果にしかならないのかなとは思いますの

で。 

その辺りの情報を取り込む、それから提案をいただける、情報の入

り口の部分をもう少し緩やかにと言ったら、どういう方法があるかと

いう具体的にはあれですけども。 

 例えば、私にしぼりだすようにと、なってくれば、何か提案はでき

るかと思うんですけれども。 

そういった意味で、本当に今、活動している、実践的にやってみえ

る方々の情報を文化振興課の方に取り込むという流れは、やはり、作

られた方が良いのかなと。 

大変失礼な言い方かわかりませんが、それぞれの文化団体に声をか

けて意見をいただく。 

私は、地元河芸ですけども、河芸文化協会を考えて、そこから提案

が来るとは、まず考えられませんので。 

その点からすると、本当に実際に人が集まっているところの主催者

等に直接コンタクトを取って、今、何が、若い人が、具体的に、役所

からいくと４０才代、５０才代の人は、何を求めて、何が良しとする

のか、何を楽しんでいるかというところの情報を取り入れる間口を設

けられたらどうかと思います。 

はい。 

 ごめんなさい。時間ばっかりとって。 

 今回も三重タイムズは、県の表彰を載せてくれたんですよね。 

それ以外の新聞は、何も書いていない。 

  

 あの、毎日新聞。 

 毎日新聞やったっけ。 

 津市のこの文化賞についても、今年は、全然、載らなかったんです

よね。 

 で、今年、ご受賞になった齋藤先生から、あの人は菰野町に住んで

らっしゃるので、「新聞の記事の切り抜きなんかを送ってくれません

か」と言われたんです。 

僕もしっかり見たんですけど、どこにも載ってないんですよ。 

 津市の文化功労賞なり、文化奨励賞なり、津市が表彰するものにつ

いて、市政だよりというか津の広報には、きちっと載せていただいて

ありますけど、公にひとつもなってないですよね。 

 それは、民間の新聞社ですから、載せる載せないは、こちらが、ど

うこう何も言えないのですが。 



17

川合委員 

錦委員 

川合委員 

錦委員 

 その程度の評価なのか、すごくさみしい気持ちがしました。 

 県の場合もそうなんですよね。 

 県がいくら発表しても、全然、新聞に載ってない。 

県も、広報も昔のようにあったときも、募集の広報は載せるけど、

表彰の広報は載せない。「誌面がありませんので、文化にはもらえま

せん。」とスペースがもらえない。 

こういう状況なんです。今、文化に対しては。 

昔も、文化の香り高い県都とおっしゃってみえる以上、「これは載

せてくれ」ということをもっと記者クラブもあるわけですから、出か

けて行って、情報をほり込んでくるだけじゃなくって。 

いや、もっといろいろしていただいているのか判りませんが。 

もっと何か、広げていただけるようなことをお願いしたいなと、つ

いでに申し上げるんですけども。 

くだらん事、いっぱい新聞に載っていますよね。  

 こんな大事なことを載ってない、載せない、それを黙っておるとい

うのもね。前葉さんに言ってもらいたいと思いますね。「新聞社の皆

さん、これは載せてくださいよ」って。 

 「ずっと津市で長年、ご努力して、津市の文化を支えてくださった

人の表彰なんです。」と。 

 市の皆さんは広報用に写真を何枚か持ってらっしゃいと、県もそう

です。 

 県の文化賞も載らないんです。 

私は、だから、新聞社の対応見て、初めて、「あっ、大したことじ

ゃないんだな」と思いました。 

これは、「大したことない賞なんだ」って思ったんですけども。 

 写真を持って来いと言われて、行政に渡しますけども、載せる載せ

やんは新聞社の勝手だと。 

 毎日新聞は、載せていただいていました。 

 三重タイムズさんに載せていただいたから、皆さん、知っていただ

いたんですけれど。 

 そうじゃなかったら、誰も知らないわと思って。 

 こんなもんなんだと思ったんですよ。 

 文化っていうのは、本当に、行政の中では、端に追いやられている

感じですね。 

 大体、表彰に知事は来ない。副知事です。 

それは、最初から決まっていて、もうお金も全然ない。賞金の一つ

もない。 

皆さん、もらったと思ってらっしゃるか、判りませんが、なんにも

無い。 

それで申し上げますけど。 

 それで、尾鷲杉の額縁が贈呈されると書いてあったから、本当はそ

んなの要らないなと思ったんですが。 

 でも、どんな物だろうと思って、楽しみにしていたら、それも無

い。それも１００均で買ってきたような額縁でした。 

 だから、三重県は、お金が無いんだなと、それで、はっきり判った

んですけども。 
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 サミットでだいぶ使い込んだそうで。 

 でも、やっぱり、自分がもらったからとか、載らなかったからと

か、そんなじゃなくって、文化行政に対して、余りにもひどいんじゃ

ないかというのが、本当によく判りました。 

 その代わりにですよ。県の表彰で先生が審査員やってらっしゃって

からご存じだと思うんですが、半年間振り回される。 

この選択は、まだずっと、津市の方が良いなと思いました。一回で

決まりますので。 

三重県なんて、２回、３回くらい会議があります。 

そんなに大げさにやって、名誉だけなのかどうか知りませんが、大

げさにやって、この程度の物なのか、初めて判りました。 

 選考に呼び出されるのですか。 

 いえいえ、全然、それは。 

 選考委員会があって、３回か４回もあります。 

  

すみません。 

表彰以外の事でよろしいしょうか。 

 はい。 

 個別評価は、細かくあるんですけども、これは総括しなくていいん

でしょうか。 

 全事業を通して、今年の文化振興事業は、津市民にどんな意義があ

ったのか、市の子ども達をどう育ててきたのか。 

または、全事業を通して、どんな問題点が浮かび上がってきたのか

というようなことを総括して、総括した文言を最初に入れていかなき

ゃいけないなって思います。 

 これは、津市の全体的な文化振興の根本を、今後の方向を見据える

ためにも必要なんじゃないかなというふうに思うんです。 

 そして、たぶん、情報公開もすると思いますので、そうした面から

も、ぜひ総括していただけたらなっと思います。 

 それから、これは、昨年度も言ったような気がするんですが、予算

ゼロの事業についてなんですが、今日、差し替えられた資料の方で、

予算で、事業についてはナンバーいくつと関連していますとか、ナン

バー１を検討していますとか表現が差し込まれたんですけど、まだま

だ不十分だと思いますので、予算ゼロの事業の中には、１の方に書き

込まれているのもありますけども、全然、こちら資料１の方に書かれ

ていない事業がいくつかありますので、これも先ほど言ったやつで、

総括の方で対応を述べる必要があるんじゃないのかなと思います。 

 以上です。 

 はい。他にご意見どうでしょうか。 

 それでは、今までの議論で、私も司会役にも係わらず、何回か発言

をしたんですけれども。 
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２点だけちょっと、先の議論の関係で、ちょっと発言しておきたい

ことがあって、発言させていただきたいと思います。 

 最初に、話題になった６番、１５番、２３番の文化創造事業です

が。具体的には森の劇場プロジェクトに関してなんですが、これ自体

については、先ほど、ご議論いただいたようなことだと思うんですけ

れども。 

ただ、全体に今、津市は、久居ホールの建設をしようとしていて、

そして、例えば、劇場法に関わるようなホールを白山とか、しらさぎ

ホール云々というような形で、劇場法と絡むようなホール運営とか、

改めて、やって行こうという、ある意味、文化としては、一つ新しい

段階で展開をしていくことを考えようとしている時に、なんか、すご

く大事なことは、単に箱ものがどうのって事だけではなくって、そう

いう箱を支えていく市民の文化がどれだけ、層が厚くあるかってこと

がすごく大事なことなんじゃないかなと思っています。 

ここの委員さんもそれぞれ、いろんな文化活動されていらっしゃっ

て、またホールに関わる活動をされている方もみえますし、昨年の奨

励賞の芸濃町の取り組みとか、今回、森の劇場プロジェクトとか、市

民の中に文化活動が育って行っている。 

そういう事を土台にしながら、文化ホールだとか成り立っていかな

いと、本当の意味で生きていかないんじゃないかなと思っているの

で。 

そういう観点から、ぜひ、こういう様な取組が後、そういうホール

が結びつきながら展開をされていくと、本当に実りあるものになって

行くんじゃないのかなって思って、ぜひ期待したいなって思っている

のですが、それが一つ。 

 それから、もう一つ、ここでの文化奨励賞とか功労賞のご議論がご

ざいましたけれども。 

私、委員長の手前みそかも知れませんけれど、いろいろ皆さんでご

審議いただいて、決めてきたわけですけども。 

私は、その奨励賞を決めたり、功労賞を決めたりした結果っていう

のは、ものすごいというか、信頼ができる結果になっていると思って

います。 

残念ながら、「えっ、ゼロ？」とか、なった時もあったかも知れま

せんが、それはもう、本当に委員、皆さんの知見と言いましょうか、

中でそのようになったので、この委員会の判断というのは、かなりき

ちっとしているなっと思っています。 

 そのことは、やっぱり、確認をしておきたいし、その上で改めて選

考基準とか、それから、もっと公募にして行こうとかということは、

ぜひ、いろいろ、考えていく必要があるんじゃないかなというふうに

は思います。 

 ぜひ、その点はね、委員会の場ですけれども、確認しておきたかっ

たなと思いました。 

何か。よろしいでしょうか。 

すいません。今、ふっとイメージ、ふっと思ったんですが。 

相撲の番付表みたいなのを作りゃいいんですね。 

あれは、審議員が作るわけじゃないですか。今回、高安が大関にな

るなんてという。状態を志と努力と結果を審議して、決めていくわけ
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ですけども。 

で、今までの奨励賞、功労賞とかありますけども、それこそポスタ

ーのごとく作って、記録に残してしまう。なんか仕事を作るみたいで

大変、恐縮でございますが。 

 それが、我々としても、その時の過去の資料を見て、そういうのが

あったねという。 

米粒よりも小さな文字を見るよりは、ぱっと見て判りやすいのがあ

っても良い気がします。また、仕事を作るようで、大変、恐縮でござ

いますが。 

 それが、一般の方々にも何か提示できるようなことにするならば、

私たちも宣伝しやすいですし、「我々も図らずとも、恥ずかしながら

審議委員をさせていただいていまして、こういうのもありまして、ど

うぞ応募してください。あなただったら間違いなく、良いところに行

きますよ」ってみたいな、なんかこう非常にお伝えしやすいと思いま

す。 

そういう意味では、今の佐藤委員がおっしゃられた、こういうこと

の内部の評価、外部の評価、我々はある面、両面をし、外部的なこと

を評価するってことを当然、できるかと思いますし。 

内部としてのこういう評価があって、良いと思われるから、これで

継続します。本当に良いのか、悪いのかどうか、認識できないと思い

ます。 

 そういったところからしても、これが、おもての方が見て、「それ

なら私も参画してみたいな」って思えるような。 

 会長がおっしゃっていただいた、箱物を劇場法に照らし合わせて、

なんとかという、切実な状況はよく判りますが そこに対して、確実

で担保できる方法は、具体的に、探りながら、こう実践していった方

が良いのかなと思いますので。 

 そうそう、嫌がらず、仕事も前向きに、楽しみながらしていただき

たいなというふうに思います。 

はい。では、昨年度の文化振興事業の事業評価については、一応、

ここで終わらさせていただきます。 

 では、その次の報告ですけども、平成２９年度の文化振興事業計画

のところになります。 

 これについて、よろしくお願いします。 

 本日、お配りさせていただいた資料Ａ４一枚の資料ですが、平成２

９年度文化振興事業計画でございます。 

 上から順番にですが、津市民薪能、４月２９日に、お城公園、本丸

特設ステージにて開催しました。 

 ２番目、郷土芸能ふれあいフェスティバルを、５月１４日に美里文

化センターで開催しました。 

 ３番目、羽田朝子記念映画上映会を、７月２０日から１１月２８日

の期間におきまして、津リージョンプラザほか市内１０か所で開催す

る予定でございます。 

参考にポスター・チラシ案を付けさせていただきましたので、デザ

インは、変更の可能性はありますが、映画タイトルと日時は確認して

いただけると思いますので、ご覧いただきたいと思います。 

 ４番目、霧山薪能は、９月３０日に、美杉町・北畠神社境内で行い
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ます。 

 津市美術展覧会は、今回は１１月の会期ということで、津リージョ

ンプラザにて開催されます。 

 次に、１１月２３日には、コノ村「山神」伝上演ということで、森

の劇場プロジェクトによります劇を、白山総合文化センターしらさぎ

ホールを会場に上演する予定になっています。 

それと、その下なんですが。 

津市久居ホール整備事業に係る予定ということで、付けさせていた

だきました。 

久居ホール整備に向けて取り組んでいる中で、今年度予定している

のは、実施設計完成ということで、これについて、現在、設計の最終

調整を行っている状況でございます。 

それから、今年度中に、まちづくり協議会ということで、地元の方

を主体とした形で、ホールを活用とした地域の振興を図るということ

で、まちづくり協議会の設置をしていきたいというのと。 

それと、ホールを核にしたまちづくり、地域振興を含めて、シンポ

ジウムを２９年度中に開催していきたいということで。 

久居ホールに関してこのような形で今年度、事業を進めていく予定

としましてご紹介だけさせていただきます。 

 ２９年度のことについて何かご質問等ございますか。 

 いいですか。 

 １番なんですけど、質の高い演奏会をというので、年に６回くらい

の目標数値があるんですけれど、今回は、「ゼロ」ということで、予

算が入ってないんですけど。 

これは、今年度は、無しですか。 

はい。そうなんです。 

今年は、いろいろと方向性とかやり方を検討する必要なことがあり

まして、２９年度については、事業番号１番 文化振興事業について

は、今年度、予算がついておりませんので、見送った形になっており

ます。 

 この文化振興計画なんですが、今ある振興計画は、２９年度まで

で、それで３０年度以降は、津市の次期総合計画が考えられているん

ですけど、そこに全部、一括して文化も入れていくみたいな感じで、

ちょっと枠組みが変わってくると。 

なんですが、この事業評価の時に、話題になっていたかと思うんで

すけども。 

総合計画の議論の時かな。非常に大雑把な計画にしかならないの

で。 

やはり、今あるような、少し細かい、ちゃんと事業が判るような進

行表みたいなものは作っていかないといけないんじゃないかなという

ような議論があったんですね。 

なので、今後もそういう形で進行をチェックしていくような進め方

っていうのが行われていくんじゃないかな。 

その辺もまた、事務局の方でも考えていただくということでお願い
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山田会長 

錦委員 

文化振興課長 

錦委員 

文化振興課長 

錦委員 

文化振興課長 

錦委員 

文化振興課長 

鈴木委員 

文化振興課長 

したいなと思います。 

 すみません。 

とても重要なことを、渡瀬委員がおっしゃってくださったんですけ

ども。 

３１７万６千円が付いていたものが、まったくゼロになっちゃてる

のは、増々、これは、文化の衰退もいいところだと、私は思っている

んですけども。 

３００万のものがゼロになる理由というのは。 

これは、久居ホールを建てるからですか。 

簡単でいいです。時間がないから。 

 すみません。 

決して、久居ホールを建てることとは別の話です。はっきり申し上

げまして。 

 久居ホールは、久居ホールで別の形で動きますので。 

ここにつきましては、文化振興課として、文化振興事業のあり方を

模索している部分がありまして、ここ２年間、こういう形で予算を付

けた形で、単に鑑賞事業を提供するだけではなく、こちらも、職員、

事務局側としましても運営に当たってのノウハウとか、開催に当たっ

てノウハウを勉強することも含めて、とりあえず２年間、予算を付け

ていただいたところもございますので。  

これも踏まえながら、また来年度、予算要求とか、あり方を考えて

いきたいなというところもあるんですが。 

とりあえず、今年度につきましては、その辺り、まだ不確定なとこ

ろがあって、予算が付いていない、付けなかったという、そういう状

況です。 

 今度、付く予定もあるんですか。 

 今回、無くなったから、未来永劫無いという意味ではないです。 

 今年は。 

 今年度は、とりあえず無いです。 

 それがおかしいのよ。 

 来年度に向けてということです。 

 ２年間付けてもらって、予算がゼロになったってことは、なんかゼ

ロというのは、もう、いくら頑張ってもゼロにしかならないので。 

 決して、そんな事はないと思っていますけれども。 

とりあえず、今年度は、付けなかった事実はあるんですけども。 

来年度に向けては、もう少し、きっちりいくようにしようと思って

います。 
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川合委員 

文化振興課長 

鈴木委員 

文化振興課長 

錦委員 

渡瀬委員 

錦委員 

担当として、要望しなかったということですか。 

いや、要望したけど、財政の方で切られたと、そういうことでなく

て。 

 要望しましたが、こちらの考え方の整理が伝わらずに、財政に見送

られたことはあります。 

もう少し、きっちり調整していきたいなと思います。 

 事業番号１番は、目標数値自体が高いというか、それが原因でなか

ろうかと思うですが。 

すみません。 

こちらの力不足で。こちらの整理がついておらず。 

目標数値６回も、過去にはパッケージでやって、年間６、７回やっ

ておった時期があったこと踏まえて、目標数値を設定していたような

んですけども。 

やり方も、業者に一括で委託しておったようですけど。 

そうじゃない、ちゃんと、こちらでも運営、管理できるような文化

振興、鑑賞事業をやっていかないとアカンやろうという所が議論とし

てあります。 

こちらをきっちり整理してから、いきたいな思います。 

 どう考えても、やっぱりこれは、なんか、文化行政の衰退でしかな

いんじゃないかなと思ってるんですけども。 

 このバンドクリニックですか、エリック・ミヤシロさんの。 

これはチラシを配るようにって、私たちにもらいましたけど。 

私、それをフェイスブックであげて、皆さんにお知らせしたら、か

なりの反響があったんですよね。 

 自分のフェイスブックであげた。 

だから、やっぱり、こういうの聴きたい人もいるし、これはクラシ

ックじゃないですから、ジャズですから。 

私は、クラシック一辺倒じゃありませんので。 

いろんなジャンルのものを津市がね、自主事業としてするは当然の

ことだと、私は思ってるんですけど。 

今、渡瀬さんが本当に、よく言っていただきました。 

  

ゼロって、何って思って。見間違いかと思った。 

 別の方法がね、有名な人が来られなくても、別の方法があるんじゃ

ないかなと思って。 

  

 これが、その山のなんとか音楽祭、じゃないか。 

山のなんとか演劇みたいなものに移行しているのかなって、私は、

最初、思ったんですけども 

 あれは、あくまで演劇ですからね。 

ただ、受け身的に鑑賞するよりも、市民が自発的に何かをやるの

は、私はすごい賛成なんですよ。 

すごく良い事だと思うんです。 

だから、川合先生がおっしゃったように、それが演劇に限らず、音
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錦委員 

文化振興課長 

錦委員 

山田会長 

錦委員 

文化振興課長 

山田会長 

事務局 西口 

佐藤委員 

事務局 西口 

山田会長 

楽の方にも広がって行って、ミュージカルみたいなものになっていけ

ばね。 

それは、それで、すごく素晴らしいことで。 

これをやるから、この予算を付けられないよっていうならば、判り

ます。 

判るんだけど、どっちも中途半端だな。 

これは、私たちが文句言わなかったら、誰がいうんだろうと思いま

すね。 

やっぱり、市民に成り代わって、「ファースト、市民です」。 

「市民、ファースト」 

 ある意味しっかりと整理していきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

 落とされたってふうに。 

 でも、市長さんは、合唱あがりですよ。 

 音楽にすごく、造詣のある人だと思ってますので、落とす、かな。 

 こちららの事務方としての整理が、不十分だったと思います。 

決して、市長が、落としたというわけではございません。 

 誤解なきように。私どもの力不足でございます。 

 では、その他をお願いします。 

 １点だけ、すみません。 

皆さんにお手元にお配りさせていただきました、「津市民文化」と

いう冊子があるんですけども。 

第１１号が、本日、販売開始となりましたので、バックナンバーを

含めて、文化振興課、各総合支所地域振興課等で販売しておりますの

で、またご周知もお願いします。 

以上でございます。 

 一般の書店での販売は、無くなったのですか。 

 書店では、別所書店の津駅店、イオン津店、修成店と青山書店と一

身田の三和書店と久居の金青堂書店のほうで販売しております。 

 その他、よろしいでしょうか。 

 今、封筒にありました文化奨励賞、文化功労賞、いろいろ委員の皆

さまからも、ぜひ、いろいろお声をかけていただいたり、ご推薦いた

だいたり、よろしくお願いしたいと思います。 

 事務局のほう、よろしいでしょうか。 

 それでは、これをもちまして、今回の文化振興審議会を閉会させて

いただきます。 

 では、事務局に進行をお返しします。 
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文化振興課長 

  

長時間ありがとうございました。 

いろいろといただいた意見、すぐに、どこまで整理できるかわかり

ませんが、きっちりと整理させていただきまして、文化振興を進めて

まいりたいと思いますので、また、引き続きよろしくお願いします。 

次回、審議会につきましては、９月下旬頃になるかと思いますが、

予定しております。 

また、改めて日程調整はさせていただきますので、よろしくお願い

します。 

それでは、以上、本日の審議会を終了させていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

 お気をつけてお帰りください。 


